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う れ し の 市議会だより

2億8,757万円を計上
一般会計総額 218億4,676万円

一般会計補正予算第３回定例会
（９月）

令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
は
８
月
29
日
に

招
集
さ
れ
、
10
月
４
日
ま
で
37
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
報
告
４
件
、
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
も
の
１
件
、
条
例
の
制
定

１
件
、
条
例
の
一
部
改
正
３
件
、
特
定
の
事

務
を
取
り
扱
う
郵
便
局
の
指
定
１
件
、
補
正

予
算
２
件
、
決
算
認
定
等
５
件
、
売
買
契
約

の
締
結
１
件
、
人
事
案
件
１
件
の
全
部
で
19

件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
及
び
決
算
認
定
等
の
９
件
を
除
く
10

件
に
つ
い
て
は
慎
重
審
議
の
結
果
、
９
月
17

日
に
討
論
・
採
決
を
行
い
、
全
議
案
を
可
決
・

承
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
売
買
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
追

認
）
１
件
が
追
加
議
案
と
し
て
上
程
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
９
月
24
日
に
決
算
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
、
特

別
会
計
な
ど
５
件
の
決
算
認
定
等
に
つ
い
て

も
、
現
地
調
査
を
含
め
慎
重
に
審
査
を
行

い
ま
し
た
。
10
月
４
日
に
追
加
議
案
を
含
む

全
て
の
議
案
を
全
会
一
致
で
認
定
・
可
決
し
、

閉
会
し
ま
し
た
。
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う れ し の 市議会だより

嬉野市の特定の事務を取り扱う郵便局の指定について
　行政窓口の効率化と対面サービスの利便性を高めるために、嬉野市の特定の
事務を取り扱うことができる機関として、吉田郵便局を指定するものです。

証明書交付等委託事業 69万円
　委託費として、初期導入費、固定費、従量費、一般管理費が予算化されました。

※これまでの吉田出張所での市民課による窓口業務は、令和７年３月31日に終了します。

嬉野市うれしの茶交流館条例の一部改正について
　令和７年度からの指定管理に向けて、嬉野市うれしの茶交流館（チャオシル）について利用料金等を変更
するため、条例の一部を改正する条例が可決されました。　　
　この条例改正による指定管理者の適切な管理運営を期待します。

問  今のタイミングで改正される理由は。
答   指定管理者の公募要項作成において必要性があったため。

問  料金改定の基準は。
答    類似施設を参考にした。

問  料金改定の理由は。
答   これまでは、原材料（茶葉）のみの料金設定であっ

たため、人件費等も含めた料金改定とした。

議案・事業のなかみ

議 案 の な か み

チャオシル　体験料（個人）
区　分 改　正 現　行

お茶の淹れ方教室 1,000円 300円
茶摘み体験 1,000円 600円
釜炒り体験 1,500円 1,000円
茶摘み・釜炒り体験 2,400円 1,500円

▲ 変わる窓口サービス

問  吉田郵便局に委託する事務の内容は。
答   証明書交付サービスで、今後は、マイナンバー

カードの更新手続きも行う予定である。

問  サービス開始はいつからか。
答   令和７年１月20日から開始する。

問  周知はどのようにするか。
答   市報と吉田地区への回覧を予定している。

問  今後、他の郵便局への委託の考えは。
答   担当課では、久間郵便局、大草野郵便局、五町

田郵便局へ、委託を検討したいと考えている。
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う れ し の 市議会だより

事　　業　　の　　な　　か　　み

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業（経済活性化事業） 5,831万円
　物価高騰対策として、「うれしかーど」を所有する市民に、１人
当たり2,000円分のポイントを交付します。スマホアプリ登録者
には1,000円分のポイントを上乗せします。
　生活費負担が増加している市民への支援と消費の落ち込みで打
撃を受けている市内店舗の収益向上を目指し、市内の経済活性化
を図ります。

問  交付対象は。
答   市内に住民登録がある方で10月31日までにカードを取得済みの

方が対象。アプリ登録のポイント上乗せについても10月31日ま
での登録が必要。

問  手続きは必要か。
答   既にカードを持っている方は、申請不要。持っていない方や紛

失した方などは申請が必要である。

問  ポイントはいつ付与されるのか。
答   11月中旬～下旬を予定している。ポイントは自動

交付し、交付完了後は世帯主へ完了通知を送付する。

実用英語技能検定料費補助 17万円
　実用英語技能検定（英検）の受験機会を拡大して中学生の英語力及び学習意欲の向上を図るため17万円
が予算化されました。
　高い英語力は将来の進路や職業選択の幅を広げることにもつながることから、ご希望の方はぜひ補助金を
活用し受験していただければと思います。
　補助対象の受験級は、１級、準１級、２級、準２級、３級となっています。

問  対象者は。
答   英検を受ける中学生の保護者に対し、検定料

の1/2を補助。各年度１回限りである。

問  英検受験者の見込みは何名か。
答   これまでの実績を基に３級～２級まで47名を

予定している。

▲ みんなで使おう！うれしかーど

うれしかーど事務局
嬉野市嬉野町大字下宿甲4770番地３
嬉野オフィスビル１階（嬉野市企業誘致ビル）
☎️ 080-1588-5022　☎️ 080-2395-7351
開設期間：12月27日まで

市内の中学校へ通学している生徒の保護者
	 →通学している各中学校へ
市外の中学校へ通学している生徒の保護者
	 →教育総務課及び学校教育課へ
 　教育総務課　0954-66-9124 
 　学校教育課　0954-66-9128

お問い合わせ先

お問い合わせ先
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う れ し の 市議会だより

事　　業　　の　　な　　か　　み

全国お茶まつり嬉野市準備委員会 198万円
　令和８年度に佐賀県で全国お茶まつりが開催される予定です。そこで、全国茶品評会でのうれしの茶の上
位入賞と全国お茶まつりを契機とした、うれしの茶の生産力向上やブランド力強化を図るため、全国お茶ま
つり嬉野市準備委員会が組織されます。今年度の事業として、全国茶品評会への出展予定茶園に対する肥料
補助を行い、高品質茶生産のための支援が行われます。

問  補助対象の茶園は。
答   嬉野銘茶塾を通して、全国茶品評会出展希望者の茶園へ補

助される。

問  準備委員会の今後の計画は。
答   全国お茶まつりの詳細に関しては、県の計画も未定であり、

現時点での具体的な計画はない。
　  令和８年度開催に向けて、準備や生産者への支援を行う方

針である。

茶業研修施設費 1,300万円
　茶の生産と製茶技術向上のために茶業研修施設を設置し、うれしの茶の普及振興を図っています。
　今年度は、令和８年度全国茶品評会に向けて、超高感度CCDカメラを搭載した色彩選別機を購入する
予定です。機器の更新を行うことで、茶品質の精度向上と労力削減が図られます。

問  導入の経緯は。
答   現在使用している色彩選別機は、購入して17年が経過し、精度の高い選別に対応できない。高品質のお

茶を作るために選別機を更新することとした。

問  想定されるランニングコストは。
答   メンテナンスなどの保守料は、特に必要な

い。激しく損傷するものではなく、修繕
料等も特段必要ない。ランニングコストは、
使用する際の電気代程度と想定している。

問  使用料に変更はないか。
答   変更はない。

▲ 品質の良い茶葉を目指して

▲ 生産性向上に期待
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う れ し の 市議会だより

令
和
６
年
度
補
正
予
算
関
連
の
討
論
・
採
決
終
了
後
、
９
月
24
日
に
議
長
を
除
く
15

名
の
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
な
ど
５
件

の
決
算
認
定
等
に
つ
い
て
慎
重
審
査
及
び
現
地
調
査
を
行
い
、
各
課
へ
の
指
摘
事
項
も

含
め
た
意
見
を
付
し
て
10
月
４
日
に
全
会
一
致
で
認
定
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

実
質
収
支
額	

５
億
９
３
３
５
万
円
の
黒
字

一
般
会
計

令
和
５
年
度
一
般
会
計
の

決
算
状
況
は
、
歳
入
総
額
が

２
０
５
億
７
７
６
万
円
、
前

年
度
比
８
億
９
５
５
９
万

円
減
（
前
年
度
比
４・
２
％ 

減
）、
歳
出
総
額
が
１
９
７
億 

５
５
１
０
万
円
、
前
年
度
比

７
億
６
１
１
０
万
円
減
（
前

年
度
比
３・
７
％
減
）
で

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
財
源

１
億
５
９
３
１
万
円
を
差
し

引
い
た
５
億
９
３
３
５
万
円 

が
実
質
収
支
額
と
な
り
黒

字
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

前
年
度
実
質
収
支
額
と
比
較

し
た
単
年
度
収
支
額
は
１
億 

８
５
４
６
万
円
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
で
は
、
市
税
な
ど

の
自
主
財
源
比
率
が
歳
入

総
額
の
44
・
３
％
（
90
億 

８
０
４
７
万
円
）
で
、
昨
年

度
よ
り
１・１
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
税
全
体
の
収
納

率
は
、
現
年
課
税
分
と
滞
納

率
を
合
わ
せ
た
全
体
で
94
・

４
％
と
な
っ
て
お
り
、
前
年

度
よ
り
０・９
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
人
件
費
や
扶

助
費
、
物
件
費
な
ど
の
経
常

的
経
費
が
歳
出
全
体
の
69
・

５
％（
１
３
７
億
３
０
２
５
万

円
）、
普
通
建
設
事
業
費
や
災

害
復
旧
費
な
ど
の
投
資
的
経

費
が
歳
出
全
体
の
11
・
４
％

（
22
億
５
５
６
６
万
円
）、
積

立
金
や
繰
出
金
な
ど
そ
の
他

の
経
費
が
19
・
１
％
（
37
億 

６
９
１
８
万
円
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
決
算
の
特

筆
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
新

庁
舎
建
設
事
業
や
令
和
３
年

豪
雨
の
災
害
復
旧
事
業
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
事
業

の
継
続
と
、
高
齢
化
に
伴
う

社
会
保
障
費
が
増
大
し
ま
し

た
。特

別
会
計

特
別
会
計
の
実
質
収
支
額

は
、
国
民
健
康
保
険
１
億 

６
０
８
６
万
円
、
後
期
高
齢

者
医
療
１
８
９
万
円
、
駅
周

辺
土
地
区
画
整
理
事
業
費

４
２
３
万
円
と
い
ず
れ
も
黒

字
決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

決算を認定一般会計
特別会計

下水道事業会計
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う れ し の 市議会だより

各決算の状況

会　計　名 歳入総額（A） 歳出総額（B） 形式収支
（C）＝（A）－（B）

翌年度へ
繰り越すべき財源

（D）

実質収支額
（E）＝（C）－（D）

一般会計 205億776万円 197億5,510万円 7億5,266万円 1億5,931万円 5億9,335万円

特
別
会
計

国民健康保険 35億5,523万円 33億9,437万円 1億6,086万円 0 1億6,086万円

後期高齢者医療 4億1,688万円 4億1,499万円 189万円 0 189万円

駅周辺土地区画 1億5,790万円 1億5,367万円 423万円 0 423万円

事
業
会
計

下
水
道

収益的収支（税込） 8億4,781万円 7億7,697万円 7,084万円 ― 7,084万円

資本的収支（税込） 4億7,179万円 6億3,636万円 △1億6,457万円 194万円 △1億6,651万円
※留保資金等で補てん

主な財政指標
区　分 令和５年度 令和４年度 用語の説明

財 政 力 指 数 0.379 0.371

基準財政収入額を基準財政需要額で
除した過去３年間の平均値。指数が
１を超える場合や1に近づくほど財
源に余裕があることになります。

実質収支比率 7.5% 9.9%
実質収支額を標準財政規模で除した
もので普通3 ～ 5％程度が望ましい
とされています。

経常収支比率 93.1% 85.2%

使い道が自由な一般財源のうち必ず
支出しなければならない経費の割合。
いわば地方財政のエンゲル係数で
100％に近いほど財政にゆとりがな
いことになり、80％までが適正とさ
れています。

実 質 公 債 費
比 率 8.7% 9.1%

収入に対する負債返済の割合で過去
３年間の平均値。18％以上だと新た
な借金をするためには県の許可が必
要で25％以上だと制限されます。

将来負担比率 ―
（※）

―
（※）

一般会計で将来負担すべき負債の標
準財政規模を基本とした額に対する
比率です。350％を超えると早期健
全化団体に転落し健全化計画を提出
しなければなりません。

※ 将来負担額より充当可能財源等が多いため比率の表示がなく、将来負担が
少ないことを表しています。

総務費
221,722円

農林水産業費
55,696円

民生費
253,193円

借金負担
（公債費）
52,462円

土木費
51,573円

教育費
45,373円

その他
124,472円

市民（24,556人）
一人当たりに使われたお金

（令和６年３月末現在の人口）

１人当たりの費用額は（人口割）804,491円

令和５年度
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う れ し の 市議会だより

決
算
特
別
委
員
会
は
、

９
月
24
日
に
設
置
し
、
総
務

企
画
・
文
教
福
祉
・
産
業
建

設
の
３
分
科
会
に
分
か
れ
て
、

各
所
管
か
ら
詳
細
な
説
明
を

受
け
、
事
情
聴
取
や
現
地
調

査
を
行
い
慎
重
審
査
に
努
め

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
決

算
を
認
定
と
し
、
各
分
科
会

か
ら
各
課
へ
指
摘
を
行
い
ま

し
た
。

総
務
・
防
災
課

・ 

消
防
団
の
報
酬
及
び
処
遇

改
善
、
消
防
団
員
の
適
正

な
定
数
見
直
し
に
関
し
て

は
、
引
き
続
き
消
防
団
と

の
協
議
を
継
続
し
、
令
和

７
年
度
に
向
け
必
要
な
条

例
改
正
及
び
予
算
措
置
を

行
う
べ
き
で
あ
る
。

・ 

職
員
採
用
は
、
初
任
給
の

引
き
上
げ
等
、
処
遇
改
善

も
含
め
て
研
究
・
検
討
を

行
い
人
材
確
保
の
強
化
を

図
る
べ
き
で
あ
る
。

財
政
課

・ 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
改
定
業
務
は
、
引
き

続
き
、
将
来
に
わ
た
る
施

設
更
新
費
の
ト
ー
タ
ル
コ

ス
ト
の
把
握
に
努
め
、
持

続
可
能
な
公
共
施
設
等
の

管
理
を
目
指
す
こ
と
。

・ 

旧
体
育
館
跡
地
に
つ
い
て

は
、
他
の
市
有
財
産
と
と

も
に
有
効
的
な
活
用
と
計

画
的
な
維
持
管
理
、
ま
た

売
却
等
も
視
野
に
入
れ
た

施
策
を
講
じ
る
よ
う
努
め

る
べ
き
で
あ
る
。

税
務
課

・ 

相
続
財
産
管
理
人
手
続
業

務
は
、
相
続
人
不
存
在
の

事
例
が
今
後
も
発
生
し
て

い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
、

業
務
知
識
の
継
承
の
た
め

に
も
事
例
の
研
究
・
検
討

は
継
続
的
に
実
施
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

企
画
政
策
課

・ 

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
は

本
市
に
と
っ
て
重
要
な
財

源
な
の
で
寄
附
額
の
確
保

に
つ
い
て
努
力
す
る
こ
と
。

ま
た
、
事
業
者
の
事
務
負

担
軽
減
に
向
け
た
検
討
を

継
続
す
べ
き
で
あ
る
。

・ 

新
幹
線
通
勤
通
学
応
援
金

は
、
継
続
的
な
実
施
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
。
一
方
、

制
度
の
趣
旨
に
沿
っ
た
制

度
設
計
に
向
け
整
理
検
討

を
重
ね
る
こ
と
を
求
め
る
。

広
報
・
広
聴
課

・ 

女
性
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
は
、
令
和
６
年

度
が
事
業
の
最
終
年
度
で

あ
る
が
、
ま
ち
づ
く
り
の

あ
ら
ゆ
る
場
面
に
女
性
目

線
を
取
り
入
れ
る
と
い
う

方
向
性
や
到
達
目
標
を
再

確
認
し
、
事
業
を
推
進
す

べ
き
で
あ
る
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

・ 

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
推
進
事

業
は
、
単
な
る
健
康
増
進

イ
ベ
ン
ト
に
留
ま
る
こ
と

な
く
、
観
光
資
源
の
有
効

活
用
、
社
会
貢
献
な
ど
の

よ
り
大
き
な
視
点
も
取
り

入
れ
な
が
ら
の
事
業
推
進

を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

・ 

社
会
文
化
会
館
（
リ
バ

テ
ィ
）
の
使
用
は
、
受
益

者
負
担
の
考
え
に
基
づ
き

市
民
の
利
用
が
優
先
と
な

る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

を
求
め
る
。

福
祉
課

・ 

緊
急
通
報
体
制
整
備
事
業

は
、
固
定
電
話
の
利
用
者

が
減
少
し
て
い
る
社
会
状

況
も
考
慮
し
、
今
後
は
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し

た
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
向

け
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

・ 

障
が
い
者
施
設
職
員
就
職

支
援
事
業
及
び
介
護
施
設

職
員
就
職
支
援
事
業
は
、

障
が
い
者
施
設
や
介
護
施

設
に
お
い
て
人
材
不
足
が

重
要
課
題
と
さ
れ
て
い
る

た
め
、
事
業
者
に
対
し
て

も
、
こ
の
両
事
業
の
積
極

的
な
周
知
に
努
め
る
べ
き

で
あ
る
。

子
育
て
未
来
課

・ 

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
償
還
金
（
そ
の

他
世
帯
分
及
び
ひ
と
り
親

世
帯
分
）
は
、
前
年
度
国

庫
補
助
金
返
還
金
の
予

算
計
上
が
さ
れ
て
お
ら

ず
、
扶
助
費
か
ら
の
予
算

流
用
や
予
備
費
か
ら
の
充

用
が
見
ら
れ
た
。
今
後
は

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
見
直
し

を
行
い
、
確
実
な
予
算
計

上
を
強
く
求
め
る
。

健
康
づ
く
り
課

・ 

地
域
自
殺
対
策
強
化
事
業

は
、
深
夜
の
相
談
に
つ
い

て
も
即
時
対
応
が
求
め
ら

れ
る
た
め
、
他
の
団
体
が

実
施
さ
れ
て
い
る
相
談
窓

口
へ
の
転
送
も
検
討
し
な

が
ら
、
相
談
体
制
の
充
実

を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

・ 

母
子
保
健
医
療
対
策
総
合

支
援
事
業
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
相
談
方
法
が
煩

雑
で
あ
り
、
今
後
は
簡
素

化
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
改

修
の
検
討
を
行
い
、
相
談

体
制
の
充
実
に
努
め
る
べ

き
で
あ
る
。

議会議会からから  もの申すもの申す!!!!
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教
育
委
員
会

・ 

校
長
先
生
の
知
恵
袋
事
業

は
、
そ
の
内
容
に
お
い
て

形
骸
化
し
て
い
る
点
も
み

ら
れ
る
。

　

 

各
学
校
長
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
内
容
に
重
点

を
置
き
、
よ
り
特
色
の
あ

る
学
校
づ
く
り
に
寄
与
す

る
よ
う
な
予
算
配
分
を
求

め
る
。

・ 

遠
距
離
通
学
費
補
助
事
業

は
、
対
象
児
童
・
生
徒
に

対
し
一
律
全
額
補
助
の
検

討
を
含
め
、
補
助
金
交
付

要
綱
の
早
急
な
見
直
し
を

行
う
べ
き
で
あ
る
。

農
業
委
員
会

・ 

農
業
者
年
金
業
務
受
託
事

業
は
、
新
規
農
業
者
、
農

業
後
継
者
へ
の
農
業
者
年

金
制
度
の
加
入
促
進
に
力

を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

・ 

市
内
で
は
、
遊
休
農
地
等

が
毎
年
増
え
て
い
る
。
今

後
は
、
認
定
農
業
者
・
法

人
・
営
農
組
合
等
を
中
心

に
遊
休
農
地
の
削
減
等
の

た
め
、
地
域
計
画
を
遅
滞

な
く
策
定
す
べ
き
で
あ
る
。

農
業
政
策
課

・ 

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
事
業
は
、
２
つ
の
事
業

と
し
て
予
算
計
上
さ
れ
て

い
た
が
、
１
つ
の
事
業
が

未
執
行
で
あ
る
。
当
初
予

算
の
策
定
に
お
い
て
十
分

な
考
慮
が
必
要
で
あ
る
。

・ 

有
害
鳥
獣
対
策
は
、
一
定

の
農
作
物
被
害
を
軽
減
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
が
、

有
害
鳥
獣
が
市
街
地
へ
出

没
し
様
々
な
被
害
が
増
え

て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

効
果
的
な
対
策
を
望
む
。

観
光
商
工
課

・ 

関
西
・
中
国
地
方
都
市
圏

対
策
事
業
は
、
当
初
３
か

所
の
事
業
計
画
で
あ
っ
た

が
、
決
算
で
は
１
都
市
へ

重
点
的
に
予
算
投
入
さ
れ

て
い
る
。
今
後
は
事
業
を

大
き
く
変
更
す
る
場
合
は

説
明
並
び
に
事
務
処
理
を

明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

・ 

嬉
野
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
支
援
事
業

は
、
観
光
協
会
の
事
業
と

区
別
す
る
た
め
に
も
、
嬉

野
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
役
割
を
明

確
に
す
べ
き
で
あ
る
。

・ 

嬉
野
地
域
力
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
チ
ー
ム
の

再
編
成
も
視
野
に
入
れ
、

全
体
の
地
域
力
で
地
域
開

発
と
観
光
産
業
の
発
展
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
望
む
。

・ 

地
域
資
源
活
用
対
策
事
業

は
、「
う
れ
し
の
未
来
づ

く
り
塾
」
へ
の
受
講
者
が

少
な
い
。
市
民
全
体
へ
の

受
講
者
増
に
努
め
る
べ
き

で
あ
る
。

新
幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課

・ 

地
域
公
共
交
通
適
正
化
支

援
業
務
は
、
塩
田
地
区
に

お
い
て
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
が
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
地
区
住
民
の
利
用
を

促
す
よ
う
な
対
策
を
望
む
。

・ 
新
幹
線
嬉
野
温
泉
駅
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
は
、
子
ど

も
や
市
民
が
集
い
歓
声
の

聞
こ
え
る
駅
前
広
場
と
な

る
よ
う
な
対
策
を
望
む
。

区
画
整
理
事
業
の
駅
東
口

は
、
市
の
保
留
地
処
分
を

最
優
先
に
考
え
事
業
完
了

に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

環
境
下
水
道
課

・ 

地
域
脱
炭
素
事
業
に
つ
い

て
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」
を
表
明
し
目
標
達

成
の
た
め
の
計
画
は
出
来

て
い
る
が
、
数
値
目
標
に

沿
い
具
体
的
な
行
動
を
推

進
す
べ
き
で
あ
る
。

茶
業
振
興
課

・ 

う
れ
し
の
茶
Ｐ
Ｒ
活
動
推

進
事
業
は
、
う
れ
し
の
茶

の
販
売
実
績
等
の
効
果
を

検
証
し
、
更
に
実
の
あ
る

事
業
と
な
る
こ
と
を
望
む
。

・ 

農
地
再
生
支
援
事
業
は
、

荒
廃
農
地
の
発
生
防
止
、

再
生
及
び
利
用
促
進
の
た

め
、
補
助
対
象
面
積
要
件

の
緩
和
等
見
直
し
を
求
め

る
。

建
設
課

・ 

道
路
上
の
か
ぶ
り
木
に
よ

る
交
通
障
害
等
、
市
道
の

通
行
の
安
全
を
図
る
た
め
、

森
林
環
境
譲
与
税
等
を
用

い
た
対
応
の
検
討
を
求
め

る
。

農
林
整
備
課

・ 

老
朽
化
し
た
危
険
た
め
池

の
防
災
・
減
災
対
策
に
つ

い
て
、
農
村
地
域
防
災
減

災
事
業
を
活
用
し
、
農
地

と
生
活
の
安
全
を
維
持
す

る
た
め
、
国
へ
の
要
望
等
、

早
急
な
整
備
を
求
め
る
。

・ 

林
道
に
お
い
て
私
有
林
の

か
ぶ
り
木
や
倒
木
な
ど
、

通
行
上
危
険
な
箇
所
が
あ

る
。
森
林
環
境
譲
与
税
を

か
ぶ
り
木
伐
採
等
に
活
用

さ
れ
る
よ
う
望
む
。

議会議会からから  もの申すもの申す!!!!
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借金はこれだけ	
借入金の項目 令和５年度末金額 令和４年度末金額

公共事業債 6億5,848万円 7億9,216万円
防災・減災・国土強靭化緊急対策事業債 1,348万円 1,100万円
公営住宅建設事業債 2,000万円 2,930万円
災害復旧事業債 1億7,695万円 1億5,105万円

（旧）緊急防災・減災事業債 0円 0円
教育・福祉施設等整備事業債 1億4,322万円 1億7,125万円
一般単独事業債 38億3,577万円 42億2,387万円

（うち　合併特例債） （24億986万円） （28億581億円）
財源対策債 3億3,230万円 2億1,285万円
減収補填債 1,953万円 1,953万円
減税補填債 700万円 1,310万円
臨時財政対策債 37億9,548万円 42億1,813万円
その他（一般会計出資債） 3億9,129万円 3億8,494万円

合　　計 93億9,350万円　 102億2,718万円

（決算年度末現在高）

貯金はこれだけ	
基金の項目 令和５年度末金額 令和４年度末金額

財政調整基金 41億7,491万円 39億8,822万円
減債基金 10億9,710万円 11億6,777万円
地域づくり推進事業基金 3億5,853万円 3億8,838万円
ふるさと応援寄附金基金 5億36万円 51万円
地域福祉基金 2億1,405万円 2億1,405万円
ふるさと・水と土保全基金 2,041万円 2,041万円
公共施設建設基金 18億9,352万円 14億9,290万円
奨学金資金積立金 7,195万円 7,370万円
人づくり振興基金 5,000万円 5,000万円
国民健康保険基金 1億8,027万円 1億8,998万円
下水道事業基金 0円 1億3,849万円
土地開発基金 1億164万円 1億160万円
肉用繁殖牛導入事業基金 2,375万円 2,375万円
合併振興基金 12億1,893万円 13億4,381万円
教育環境支援基金 1億15万円 1億10万円
ふるさと応援寄附金子育て夢基金 1億5,994万円 1億5,988万円
森林環境譲与税基金 3,754万円 3,835万円
まち・ひと・しごと創生基金 1億円 0円
その他 873万円 840万円

合　　計 103億1,178万円 95億30万円

（決算年度末現在高）

嬉野市の台所事情嬉野市の台所事情
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人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
適
任
と
認
め
答
申
し
ま
し
た

　
高
井　
仁
司	
氏
（
塩
田
町
）

人
　
事

陳
　
情

令和６年第３回　定例会議案賛否表（主なもの）
○は賛成　　●は反対　議長は採決に加わりません

議案番号 議　　案　　名

番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

結　

 　
果

表  

決  

数

水
山　
洋
輔

大
串　
友
則

古
川　
英
子

阿
部　
愛
子

山
口　
卓
也

諸
上　
栄
大

諸
井　
義
人

山
口
虎
太
郎

宮
﨑　
良
平

川
内　
聖
二

増
田　
朝
子

森
田　
明
彦

芦
塚　
典
子

田
中　
政
司

梶
原　
睦
也

議案第49号 専決処分（第８号）承認を求め
ることについて

承
認 15：0 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第50号
嬉野市下水道使用料の徴収の変
更に伴う関係条例の整理に関す
る条例について

可
決 15：0 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第51号

嬉野市行政手続における特定の個人
を識別するための番号の利用等に関
する法律に基づく個人番号の利用及
び特定個人情報の提供に関する条例
の一部を改正する条例について

可
決 15：0 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第52号 嬉野市国民健康保険条例の一部
を改正する条例について

可
決 15：0 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第53号 嬉野市うれしの茶交流館条例の
一部を改正する条例について

可
決 15：0 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第54号 嬉野市の特定の事務を取り扱う
郵便局の指定について

可
決 15：0 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第55号 令和６年度嬉野市一般会計補正
予算（第３号）

可
決 15：0 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第57号 令和５年度嬉野市一般会計歳入
歳出決算認定について

認
定 15：0 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第62号 売買契約の締結について 可
決 15：0 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦につ
いて

適
任 15：0 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

被
爆
79
周
年
原
水
禁
運
動
へ
の

ご
協
力
の
お
願
い

佐
賀
市
神
野
東

原
水
爆
禁
止
佐
賀
県
協
議
会

　
会
長　

徳
光　
清
孝 

氏

母
（
王
乖
彦
）
が
中
国
で
不
法

に
逮
捕
さ
れ
て
い
る
件
に
関
す

る
陳
情

東
京
都
荒
川
区
東
日
暮
里

　
　
　
　

張　
　
一
文 

氏

旧
親
和
銀
行
跡
地
の
有
効
利
用

に
つ
い
て

嬉
野
市
嬉
野
町 

（
一
社
）
嬉
野
温
泉
観
光
協
会

　
会
長　
　

山
口　
　
剛 
氏

嬉
野
温
泉
旅
館
組
合

　
理
事
長　

山
口　
　
剛 

氏

嬉
野
温
泉
商
店
街
協
同
組
合

　
理
事
長　

木
原　
靖
弘 

氏

嬉
野
町
温
泉
区

　
総
区
長　

北
川　
泰
則 

氏
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14議員が質問

一般質問
「市政を問う!」

う れ し の 市議会だより

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
誘
致
、

実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

	

建
設
部
長	 

安
全
で
走
行
性

の
高
い
道
路
、
豪
雨
に
よ
る

通
行
止
め
が
生
じ
な
い
道
路

と
し
て
要
望
し
て
い
る
。

	

諸
井	 

今
後
の
取
り
組
み
方

に
つ
い
て
。

	

市
長	 

国
道
４
９
８
号
も
重

要
な
路
線
と
認
識
し
、
関
係

	

諸
井	 

安
全
対
策
と
し
て
の

課
題
を
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

	

建
設
課
長	 

交
通
安
全
対
策

の
必
要
性
は
、
大
変
重
要
と

捉
え
て
い
る
。
地
元
合
意
の

説
明
会
や
個
別
の
訪
問
等
も

継
続
し
て
い
き
た
い
。

	

市
長	 

事
態
の
進
捗
を
図
る

上
で
、
地
元
が
強
い
エ
ネ
ル

	

建
設
課
長	 

県
と
幾
度
と
な

く
協
議
を
し
て
い
る
。
地
元

に
出
向
い
て
我
慢
強
く
交
渉

し
て
い
き
、
新
し
い
情
報
等

が
あ
れ
ば
説
明
会
を
お
願
い

し
て
い
く
。

	

諸
井	 

「
鹿
島
―
武
雄
の

ア
ク
セ
ス
改
善
へ　

国
道

４
９
８
号
バ
イ
パ
ス
整
備
構

想　
佐
賀
県
と
沿
線
３
市
が

な
っ
て
い
る
か
。

	
建
設
課
長	 

鹿
島
―
武
雄
間

の
整
備
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

３
市
が
要
望
し
た
ル
ー
ト
と

整
合
性
が
取
れ
て
い
る
。

	

諸
井	 

ル
ー
ト
帯
に
つ
い
て

途
中
に
は
史
跡
や
学
校
、
伝

建
地
区
、
浸
水
地
域
な
ど
が

あ
る
が
、
あ
る
程
度
の
具
体

的
な
路
線
要
望
は
出
来
て
い

諸井 義人 議員

諸井 　義人 議員 P12

森田 　明彦 議員 P13

川内 　聖二 議員 P14

芦塚 　典子 議員 P14

梶原 　睦也 議員 P15

諸上 　栄大 議員 P16

山口 虎太郎 議員 P16

古川 　英子 議員 P17

大串 　友則 議員 P18

水山　 洋輔 議員 P18

山口 　卓也 議員 P19

増田 　朝子 議員 P20

阿部 　愛子 議員 P20

田中 　政司 議員 P21

国道498号の
現道拡幅要望の進捗は
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答

ギ
ー
を
持
た
な
け
れ
ば
実
現

は
図
れ
な
い
。
全
体
的
な
道

路
網
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
位
置
づ
け
か
ら
、
現
道
拡

幅
の
重
要
性
を
皆
様
に
お
伝

え
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と

も
考
え
て
い
る
。

	

諸
井	 

今
後
、
地
区
や
地
権

者
と
の
説
明
会
を
ど
う
す
る

か
。

ル
ー
ト
帯
発
表
」
に
つ
い
て

主
体
性
は
県
と
市
ど
ち
ら
か
。

	

建
設
課
長	 

県
か
ら
通
知
が

あ
っ
た
の
で
、
ル
ー
ト
帯
の

発
表
を
鹿
島
市
、
武
雄
市
、

嬉
野
市
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で

市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
た
。

	

諸
井	 

ル
ー
ト
帯
は
３
市
が

要
望
し
て
い
る
の
と
同
じ
に

る
の
か
。

	

建
設
課
長	 

細
か
な
ル
ー
ト

帯
と
い
う
の
は
、
ま
だ
設
定

し
て
い
な
い
。
今
後
地
元
の

意
見
聴
取
、
史
跡
等
の
重
要

施
設
を
考
慮
し
な
が
ら
、
県

の
方
で
絞
っ
て
い
く
計
画
に

な
っ
て
い
る
。

	

諸
井	 

こ
の
バ
イ
パ
ス
は
高

規
格
道
路
と
捉
え
て
よ
い
か
。

現地測量の地元合意が
得られていない

今
後
の
取
り
扱
い
と
し
て

６
月
に
茶
葉
を
送
っ
て
追
加

生
産
を
依
頼
し
て
お
り
、
今

後
、
観
光
協
会
を
通
じ
販
売

の
需
要
拡
大
を
図
り
た
い
。

大
の
計
画
を
伺
う
。

	

茶
業
振
興
課
長	 

３
月
に

５
０
０
本
を
生
産
し
羽
田
で

の
販
売
が
好
評
で
あ
っ
た
。

	

森
田	 

８
月
８
日
16
時
43
分

頃
、
宮
崎
県
日
向
灘
沖
の
地

震
が
発
生
、
同
日
気
象
庁
が

南
海
ト
ラ
フ
臨
時
情
報
を
発

表
。
27
日
に
は
総
務
省
に
よ

り
、
佐
賀
県
は
大
分
県
を
支

援
す
る
こ
と
も
決
ま
っ
て
い

る
が
、
今
後
、
県
と
南
海
ト

ラ
フ
地
震
に
伴
う
支
援
の
協

議
予
定
等
は
あ
る
の
か
。

	

市
長	 

現
在
の
と
こ
ろ
協
議

は
始
ま
っ
て
い
な
い
が
、
具

体
的
な
対
応
策
等
が
示
さ
れ

れ
ば
嬉
野
市
と
し
て
最
大
限
、

支
援
活
動
に
対
応
し
て
い
く
。

	

森
田	 

学
校
が
避
難
所
に

な
っ
た
場
合
を
想
定
し
た
対

応
を
伺
う
。

	

教
育
長	 

地
震
等
の
避
難
所

と
な
っ
た
場
合
、
基
本
的
に

は
冷
暖
房
を
設
置
し
た
教
室

を
開
放
し
た
い
と
考
え
る
。

物
流
の
２
０
２
４
年
問
題

に
つ
い
て
	

森
田	 
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の

残
業
規
制
強
化
に
伴
い
、
事

業
者
や
現
場
の
運
転
手
か
ら

も
要
望
が
あ
る
再
配
達
を
抑

制
す
る
た
め
の
宅
配
ボ
ッ
ク

ス
の
普
及
を
後
押
し
す
る
補

助
制
度
を
嬉
野
市
で
も
考
え

ら
れ
な
い
か
。
ま
た
、
３
階

建
て
以
上
の
新
築
集
合
住
宅

で
住
戸
数
が
10
戸
以
上
を
対

象
に
設
置
を
義
務
付
け
る
条

例
を
制
定
し
た
先
進
事
例
が

あ
る
が
、
本
市
で
も
検
討
し

て
は
い
か
が
か
。

	

観
光
商
工
課
長	 

宅
配
ボ
ッ

ク
ス
設
置
が
再
配
達
の
抑
制

に
効
果
が
あ
る
事
は
承
知
し

て
い
る
が
、
佐
賀
県
に
お
い

て
本
年
６
月
か
ら
８
月
に
設

置
補
助
が
実
施
さ
れ
、
二
次

募
集
も
行
わ
れ
る
の
で
市
単

独
で
は
行
わ
な
い
。
ま
た
、

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
も
現

段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

茶
業
振
興
に
つ
い
て

	
森
田	 

３
月
21
日
に
東
京
羽

田
に
お
い
て
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
・
う
れ
し
の
茶
エ
ー
ル
完

成
披
露
式
が
行
わ
れ
た
が
、

数
百
本
の
限
定
生
産
で
あ
っ

た
。
今
後
の
増
産
予
定
と
、

う
れ
し
の
茶
エ
ー
ル
販
路
拡

森田 明彦 議員

答具体的な対応策等が
示されれば最大限対応する

▲ 大地震への備えを

▲ 非常に危険な国道498号

南海トラフ地震に伴う
支援で県との協議予定は

国道498号の
現道拡幅要望の進捗は
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答

し
て
い
る
。
崖
が
風
化
し
て

崩
壊
し
て
い
る
箇
所
も
数
箇

所
見
受
け
ら
れ
る
。
再
度
確

認
し
て
県
の
方
へ
要
望
を

行
っ
て
い
く
。

に
散
策
で
き
る
よ
う
に
危
険

な
箇
所
等
を
県
へ
指
摘
し
、

改
修
の
要
望
を
行
っ
て
貰
い

た
い
が
い
か
が
か
。

	

建
設
部
長	 

今
回
、
遊
歩
道

に
関
し
て
は
、
現
地
を
確
認

	

川
内	 

今
年
の
７
月
の
大
雨

に
よ
り
、
塩
田
川
の
シ
ー
ボ

ル
ト
の
湯
付
近
で
護
岸
が
崩

落
し
た
。
現
在
の
状
況
と
今

後
の
県
の
整
備
に
つ
い
て
伺

う
。

	

市
長	 

現
在
、
こ
れ
以
上
被

害
が
拡
大
し
な
い
よ
う
に
崩

落
部
に
大
型
土
の
う
の
設
置

と
法
面
部
を
シ
ー
ト
で
覆
い

保
護
し
、
早
期
に
復
旧
で
き

る
よ
う
測
量
設
計
を
進
め
て

い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

	

川
内	 

今
回
被
災
し
た
場
所

は
、
河
川
が
右
カ
ー
ブ
で
豪

雨
時
等
に
左
岸
側
の
護
岸
に

は
水
流
が
強
く
当
た
る
と
考

え
る
が
、
工
事
と
し
て
は
災

害
復
旧
だ
け
行
う
の
か
伺
う
。

	

建
設
課
長	 

現
在
、
測
量
設

計
の
段
階
で
、
復
旧
の
面
積

や
構
造
に
つ
い
て
は
検
討
中

と
伺
っ
て
い
る
。

	

川
内	 

被
災
し
た
こ
の
地
域

は
嬉
野
温
泉
を
代
表
す
る
景

観
の
場
所
で
あ
り
、
今
後
崩

壊
し
な
い
よ
う
に
、
嬉
野
橋

か
ら
温
泉
公
園
展
望
所
ま
で

左
岸
側
に
遊
歩
道
の
設
置
を

考
え
ら
れ
な
い
か
、
遊
歩
道

の
整
備
を
行
え
ば
、
景
観
の

確
保
と
既
設
護
岸
の
治
水
対

策
に
繋
が
る
と
考
え
る
が
、

市
か
ら
要
望
の
考
え
は
無
い

か
。

	
建
設
課
長	 

今
後
、
ど
の
よ

う
な
形
に
な
る
か
分
か
ら
な

い
が
、
県
の
方
に
繋
げ
た
い

と
考
え
る
。

	

川
内	 

嬉
野
橋
か
ら
轟
の
滝

ま
で
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て

い
る
が
、
築
造
か
ら
数
十
年

が
経
ち
経
年
劣
化
や
自
然
災

害
で
壊
れ
て
い
る
箇
所
が
多

く
あ
る
。
改
修
に
関
し
て
県

の
対
応
を
伺
う
。

	

建
設
課
長	 

遊
歩
道
の
改
修

に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
要
望

を
行
っ
て
い
る
。
県
は
破
損

し
て
い
る
箇
所
を
確
認
し
、

随
時
対
応
を
検
討
し
て
お
り
、

今
年
度
で
は
嬉
野
橋
か
ら
湯

野
田
大
橋
間
の
平
板
ブ
ロ
ッ

ク
等
の
改
修
を
予
定
し
て
い

る
と
伺
っ
て
い
る
。

	

川
内	 

湯
野
田
大
橋
か
ら
轟

の
滝
ま
で
の
区
間
も
、
河
川

内
が
風
化
し
危
険
な
箇
所
が

あ
る
の
で
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
利
用
さ
れ
る
方
が
安
全

県の方へ要望する

	

芦
塚	 

塩
田
町
全
域
で
予
約

型
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
の
実
証

実
験
が
行
わ
れ
る
が
、
乗
り

手
が
少
な
い
場
合
は
廃
止
に

な
る
の
か
。

	

新
幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課
長	 

ま
ず
乗
っ
て
も
ら
う
Ｐ
Ｒ
を

し
て
い
く
が
、
一
旦
運
行
を

取
り
や
め
る
と
い
う
方
向
性

も
選
択
肢
に
入
れ
て
い
る
。

▲ 景観も重視しての治水対策を

川内 聖二 議員

	

市
民
福
祉
部
長	 

議
員
削
減

と
い
う
意
図
で
は
な
い
が
、

議
員
報
酬
を
無
料
に
し
て
も

予
算
規
模
で
は
足
ら
な
い
。

	

市
長	 

バ
ラ
マ
キ
合
戦
で
子

ど
も
を
奪
い
合
う
構
図
は
何

の
役
に
も
立
た
な
い
。

	

芦
塚	 

議
員
削
減
の
問
題
で

は
な
く
、
教
育
、
働
く
場
、

企
業
誘
致
な
ど
、「
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
や
す
い
環

境
を
つ
く
る
」
こ
と
が
仕
事

で
は
な
い
か
。

改
修
な
ど
出
生
数
減
少
の
対

策
を
し
て
い
る
。

	
芦
塚	 

他
市
町
で
は
、
妊
婦

に
、
５
万
円
ク
ー
ポ
ン
券
、

お
む
つ
や
ミ
ル
ク
の
ク
ー
ポ

ン
券
配
布
な
ど
子
育
て
に
や

さ
し
い
施
策
が
あ
る
が
。

	

市
長	 

当
市
で
は
き
め
細
か

な
対
応
は
で
き
て
い
る
。

	

芦
塚	 

人
口
の
Ｖ
字
回
復
を

理
解
を
得
て
進
め
て
い
く
。

出
生
数
減
の
対
策
は

	

芦
塚	 

子
ど
も
の
出
生
数

１
４
５
人
に
減
少
、
対
策
は
。

	

統
括
保
健
師	 

産
婦
の
２
週

間
ご
と
、
１
か
月
後
の
検
診

を
実
施
し
て
い
る
。

	

芦
塚	 

そ
の
事
業
で
減
少
の

答乗車の割合で
方向性を決める

今後、護岸が壊れない
ように遊歩道の整備を

乗合いタクシーの
今後の運行は
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梶原 睦也 議員

う れ し の 市議会だより

答取り寄せて
使ってみたい

を
し
て
も
ら
え
れ
ば
職
員
の

業
務
軽
減
に
も
な
り
、
ベ
ー

シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
の
考
え
方

自
体
は
よ
い
と
思
う
。

	

梶
原	 

本
市
で
「
子
ど
も
の

医
療
費
助
成
制
度
」
以
外
に

ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー

ビ
ス
の
考
え
方
に

基
づ
い
た
施
策
は
。

	

市
長	 

「
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
」、「
オ
ン

ラ
イ
ン
英
会
話
」、

「
ひ
と
り
親
世
帯

へ
の
支
援
」、「
障

が
い
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
」
等
々
独
自

の
制
度
を
設
け
て

い
る
。

	

梶
原	 

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン

と
は
。

	

福
祉
課
長	 

耳
の
穴
を
取
り

巻
く
軟
骨
組
織
に
振
動
を
与

え
ス
ピ
ー
カ
ー
の
役
目
を
し

て
く
れ
る
イ
ヤ
ホ
ン
で
あ
る
。

	

梶
原	 

空
気
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン

と
違
い
、
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ

ン
は
耳
た
ぶ
の
下
に
は
め

る
。
耳
の
穴
を
塞
が
な
い
た

め
普
通
に
会
話
が
で
き
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
の
調
節
も
で
き
る
。

　
耳
の
穴
に
入
れ
な
い
た
め

衛
生
的
に
も
優
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
窓
口
で
は
難
聴
者

に
対
し
ど
の
よ
う
に
対
応
さ

れ
て
い
る
か
。

	

福
祉
課
長	 

高
齢
者
の
来
所

が
多
く
加
齢
に
よ
る
聞
き
づ

ら
さ
が
あ
る
た
め
、
大
き
な

声
で
説
明
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
。

	

梶
原	 

大
き
な
声
で
話
す
と

個
人
情
報
等
も
漏
れ
て
し
ま

う
。
ス
ム
ー
ズ
な
窓
口
対
応

の
た
め
に
も
、
是
非
伝
導
イ

ヤ
ホ
ン
を
導
入
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

	

市
長	 

大
事
な
事
だ
。
聞
か

れ
た
く
な
い
様
な
事
を
大
声

で
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、

職
員
が
市
民
を
怒
鳴
り
つ
け

て
い
る
よ
う
に
見
え
て
は
な

ら
な
い
と
思
う
。
早
速
取
り

寄
せ
て
使
っ
て
み
た
い
。

ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て

	

梶
原	 

ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ

ス
は
低
所
得
者
対
策
と
違
い
、

全
て
の
対
象
者
が
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
。

　
近
年
の
気
候
温
暖
化
や
物

価
高
騰
な
ど
不
安
定
な
社
会

に
お
い
て
、
さ
ら
に
は
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
と
の
観
点
か
ら
も
ベ
ー

シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
に
力
点
を

置
い
た
施
策
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
。

	

市
長	 

国
の
在
り
方
と
し
て

ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
を
追

求
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
基
礎
自
治
体
と
し

て
最
大
限
協
力
す
る
。

	

教
育
長	 
全
て
の
年
齢
の
子

ど
も
た
ち
に
、
教
育
の
無
料

化
が
出
来
れ
ば
非
常
に
良
い
。

国
の
方
で
給
食
費
の
無
償
化

	

芦
塚	 

一
乗
車
１
０
０
円
の

シ
ル
バ
ー
パ
ス
で
運
行
の
事

例
も
あ
る
。
料
金
等
、
地
区

の
皆
さ
ん
と
話
し
合
い
を
密

に
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

	

新
幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課
長	 

行
政
区
長
、
老
人
会
、
民
生

委
員
等
々
話
合
い
や
出
前
講

座
で
説
明
を
し
て
き
た
が
、

今
後
も
出
向
い
て
料
金
等
、

し
た
都
市
町
を
参
考
に
し
た

経
済
的
支
援
は
あ
る
か
。

	

市
民
福
祉
部
長	 

岡
山
県
奈

義
町
の
例
で
は
、
財
政
的
に

は
議
員
を
14
名
か
ら
10
名
に

削
減
し
て
い
る
。
こ
こ
に
い

る
議
員
を
全
部
無
報
酬
に
し

て
も
と
て
も
足
ら
な
い
。
そ

れ
に
大
学
を
出
た
ら
み
ん
な

出
て
い
く
。

Ｖ
字
回
復
で
き
る
か
。

	

市
長	 

Ｖ
字
回
復
は
あ
り
え

な
い
。
切
れ
目
の
な
い
支
援

で
し
っ
か
り
や
っ
て
い
る
。

	

芦
塚	 

切
れ
目
の
な
い
支
援

を
続
け
て
い
っ
て
、
出
生
数

は
依
然
減
少
し
て
い
る
が
。

	

市
長	 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
待
機
の
解
消
、
18
歳
ま
で

の
医
療
費
助
成
、
保
育
園
の

▲ 小国町を走っている乗合タクシー

芦塚 典子 議員

窓口での対応に軟骨伝導
イヤホンを導入すべきでは

▲ スムーズな窓口対応を
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う れ し の 市議会だより

対
策
は
あ
る
か
。

	

茶
業
振
興
課
長	 

生
産
者
の

圃
場
に
は
条
件
が
あ
る
の
で

圃
場
に
応
じ
た
方
向
性
を
明

確
化
し
て
い
く
。

る
と
思
う
。
い
ろ
ん
な
行
事

等
も
あ
る
た
め
、
検
討
を
要

す
る
事
項
に
当
た
る
と
考
え

る
。

開
催
を
視
野
に
入
れ
予
算
編

成
し
て
い
く
。

	

山
口	 

現
在
、
嬉
野
茶
最
盛

期
に
比
べ
栽
培
面
積
が
半
分

近
く
減
っ
た
。
残
る
茶
農
家

が
元
気
を
取
り
戻
せ
る
茶
業

	

山
口	 

国
が
進
め
る
有
機
栽

培
に
ど
う
取
組
む
か
。

	

産
業
振
興
部
長	 

お
茶
の
有

機
栽
培
は
約
11
ヘ
ク
タ
ー
ル

あ
る
。
中
に
は
高
単
価
で
販

売
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
。

今
後
は
茶
業
発
展
の
為
に
も

方
向
性
を
変
え
な
が
ら
進
め

て
い
く
。

	

山
口	 

宮
崎
県
で
は
国
内
消

茶
業
対
策
に
つ
い
て

	

山
口	 

茶
商
・
茶
農
家
が
毎

年
減
少
し
て
い
る
。
止
め
る

施
策
は
考
え
て
い
る
か
。

	

茶
業
振
興
課
長	 

嬉
野
市
に

お
い
て
も
毎
年
減
少
し
て
い

る
。
要
因
と
し
て
生
産
コ
ス

ト
、
労
働
時
間
に
対
す
る
販

売
価
格
が
見
合
わ
な
い
こ
と

地
域
を
定
め
、
Ｐ
Ｒ
活
動
等

を
実
施
し
て
い
く
。

	
山
口	 

市
独
自
で
大
阪
・
東

京
で
の
販
売
対
策
強
化
を
予

算
づ
け
さ
れ
た
が
、
も
っ
と

市
が
リ
ー
ド
で
き
る
予
算
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

	

産
業
振
興
部
長	 

今
回
２
０
０ 

万
円
の
計
上
で
あ
り
、
県
単

事
業
補
助
、
Ｊ
Ａ
等
の
補
助
、

	

教
育
長	 

学
校
だ
け
で
は
な

く
地
域
総
が
か
り
で
や
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

中
学
校
に
お
い
て
は
、
い
わ

ゆ
る
地
域
で
育
て
る
と
い
う

の
も
あ
り
、
そ
う
い
う
部
分

も
活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ

	

諸
上	 

新
た
に
策
定
さ
れ
た

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
、

市
内
全
て
の
小
学
校
４
年
生

を
対
象
に
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
の
実
施
と
あ
る
が
、

そ
の
目
的
を
伺
う
。

	

市
長	 

本
市
は
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
生
き
生
き
と
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
認

知
症
に
優
し
い
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
認
知
症

に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

見
守
り
や
手
助
け
を
通
じ
て
、

福
祉
や
認
知
症
に
対
す
る
意

識
づ
け
を
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

	

諸
上	 

小
学
校
４
年
生
を
対

象
と
さ
れ
た
理
由
は
。
ま
た
、

ど
の
授
業
を
活
用
し
て
行
わ

れ
る
の
か
。

	

学
校
教
育
課
長	 

小
学
校

３・
４
年
生
ぐ
ら
い
に
な
る

と
自
分
の
事
に
加
え
、
相
手

の
事
や
周
り
の
事
を
大
切
に

す
る
よ
う
に
、
成
長
を
す
る

段
階
が
合
致
す
る
点
で
４
年

生
を
対
象
と
し
た
。

　
ま
た
、
道
徳
の
時
間
を
使

い
、
目
標
が
相
手
の
こ
と
を

思
い
や
り
、
進
ん
で
親
切
に

す
る
と
い
う
内
容
に
合
う
た

め
実
施
を
し
て
い
る
。

	

諸
上	 

こ
の
養
成
講
座
は
、

先
生
は
受
け
ら
れ
て
い
る
の

か
。
	

学
校
教
育
課
長	 

小
学
４
年

生
の
担
任
と
教
員
で
は
な
い

が
、
一
部
保
護
者
も
一
緒
に

受
け
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

	

諸
上	 

受
講
者
年
齢
を
見
み

て
も
30
～
40
歳
代
が
少
な
い
。

例
え
ば
、
授
業
参
観
日
を
活

用
し
保
護
者
も
一
緒
に
受
講

す
る
事
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

	

教
育
長	 

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
で
の
役

員
会
あ
た
り
で
の
検
討
も
し

な
が
ら
、
学
校
教
育
課
程
の

指
導
内
容
も
十
分
あ
る
中
で
、

ど
こ
で
で
き
る
の
か
を
検
討

し
な
が
ら
計
画
を
立
て
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
。
今
後
検

討
課
題
と
し
た
い
。

	

諸
上	 

養
成
講
座
を
小
学
４

年
生
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
と
い

う
よ
う
な
形
で
、
今
後
中
学

校
で
の
取
り
組
み
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

答検討を要する事項に
あたると考える

▲ 優しい地域づくりのために

諸上 栄大 議員

中学校でのフォローアップ
研修の考えは

答来るべき危機に備え
基礎体力を高めていく

市農政を具体的に
どう進めるのか
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古川 英子 議員

う れ し の 市議会だより

山口 虎太郎 議員

▲ 豊かな嬉野へ▲ 楽しく元気な毎日を

	

市
長	 

運
営
し
た
い
と

い
う
方
が
い
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
嬉
野

市
で
は
、
フ
ー
ド
バ
ン

ク
な
ど
か
ら
提
供
い

た
だ
い
た
野
菜
等
を

リ
ュ
ッ
ケ
の
グ
ル
ー
プ

ラ
イ
ン
で
紹
介
し
取
り

に
来
て
頂
い
て
い
る
。

	

市
民
福
祉
部
長	 

嬉
野
町
で
も
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
で
連
携
を

取
り
な
が
ら
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

	

古
川	 

本
市
の
後
期
高
齢
者

は
何
名
か
。

	

健
康
づ
く
り
課
長	 
７
月
末

時
点
で
４
７
５
７
名
。

	

古
川	 

そ
の
中
で
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
方
は
何
名

か
。

	

健
康
づ
く
り
課
長	 

７
月
末

時
点
で
３
３
４
１
名
。

	

古
川	 

介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
方
の
健
康
管
理
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
か
。

	

健
康
づ
く
り
課
長	 

健
康
状

態
不
明
者
な
ど
の
個
別
支
援

と
通
い
の
場
や
老
人
会
な

ど
を
訪
問
し
、
血
圧
等
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る
。

	

古
川	 

通
い
の
場
と
は
ど
の

よ
う
な
場
で
あ
る
か
。

	

統
括
保
健
師	 

仲
間
同
士
で

集
ま
っ
て
い
る
場
や
百
歳
体

操
や
各
地
区
の
老
人
会
で
あ

る
。

	

古
川	 

各
地
区
の
老
人
会
自

体
が
縮
小
傾
向
と
な
っ
て
い

る
と
聞
く
が
現
状
は
如
何
か
。

	

福
祉
課
長	 

老
人
会
の
縮
小

は
詳
し
く
把
握
し
て
い
な
い
。

老
人
会
の
お
世
話
が
で
き
る

方
が
減
っ
た
と
い
う
よ
う
な

問
題
点
は
聞
い
て
い
な
い
。

	

古
川	 

高
齢
者
福
祉
計
画
策

定
委
員
会
に
て
、
血
圧
測
定

等
が
全
地
区
で
行
わ
れ
て
い

る
か
疑
問
と
の
意
見
が
あ
っ

た
が
。

	

統
括
保
健
師	 

希
望
す
る
地

区
に
て
実
施
し
て
い
る
。
現

状
は
10
ヶ
所
位
で
、
手
上
げ

が
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

	

古
川	 

連
絡
を
待
つ
の
で
は

な
く
、
積
極
的
に
出
向
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

	

統
括
保
健
師	 

高
齢
者
の
集

ま
り
に
な
る
べ
く
出
向
き
、

健
康
相
談
を
や
っ
て
い
き
た

い
。

長
期
休
暇
中
の
児
童
の
食

事
に
つ
い
て

	

古
川	 

嬉
野
市
の
こ
ど
も
食

堂
の
現
状
を
伺
う
。

	
福
祉
課
長	 

現
在
、
塩
田
町

に
１
か
所
設
置
さ
れ
、
毎
月

最
終
土
曜
日
に
11
時
か
ら

14
時
ま
で
感
染
症
予
防
の
観

点
か
ら
パ
ン
と
ジ
ュ
ー
ス
を

安
価
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

	

古
川	 

嬉
野
町
で
は
ど
う
か
。

費
者
向
け
の
県
統
一
さ
れ
た

規
格
で
努
力
さ
れ
て
い
る
。

輸
出
向
け
の
Ｇ
Ｉ
マ
ー
ク
の

取
組
み
も
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

	

産
業
振
興
部
長	 

以
前
Ｇ
Ｉ

マ
ー
ク
に
取
り
組
ん
だ
経
緯

が
あ
る
。
地
理
的
観
点
か
ら

断
念
し
た
。

に
よ
る
後
継
者
不
足
を
認
識

し
て
い
る
。
対
策
と
し
て
、

さ
が
園
芸
８
８
８
億
円
推
進

事
業
を
は
じ
め
補
助
事
業
を

実
施
し
て
お
り
、
今
後
も

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
し

て
い
く
。
ま
た
、
販
売
価
格

向
上
の
施
策
は
、
茶
商
、
茶

連
、
Ｊ
Ａ
、
生
産
者
と
連
携

協
議
し
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る

茶
商
へ
の
Ｐ
Ｒ
補
助
と
様
々

な
補
助
金
で
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

い
る
。

	

山
口	 

活
性
化
委
員
会
が
茶

販
売
対
策
と
し
て
動
く
た
め

原
資
が
必
要
だ
が
、
市
長
は

ど
う
す
る
の
か
。

	

市
長	 

明
確
な
額
を
明
示
す

る
の
は
難
し
い
。
令
和
８
年

度
の
全
国
お
茶
ま
つ
り
嬉
野

答健康相談を
行っていきたい

後期高齢者の
健康管理について
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う れ し の 市議会だより

そ
の
他
の
質
問

・ 

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
と
取

組
み
に
つ
い
て

再
編
の
可
能
性
は
。

	

教
育
長	 

検
討
を
す
る
時
期

に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
。
研

究
を
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

	

市
長	 

市
民
に
向
け
て
の
活

用
を
、
こ
ち
ら
か
ら
こ
の
よ

う
に
使
い
た
い
と
言
う
よ
う

な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
頂
き
な
が

ら
や
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

	

教
育
長	 

現
在
、
大
草
野
小

の
校
舎
を
行
っ
て
お
り
、
令

和
８
年
度
ま
で
に
完
成
予
定
。

そ
の
後
は
、
嬉
野
中
を
実
施

し
た
後
、
五
町
田
小
、
塩
田

小
、
久
間
小
の
順
番
に
計
画

を
予
定
し
て
い
る
。

	

水
山	 

計
画
で
は
令
和
11
年

度
ま
で
に
実
施
予
定
だ
が
、

そ
の
認
識
で
よ
い
か
。

校
舎
を
用
意
す
る
が
、
こ
の

期
間
中
は
、
不
自
由
な
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
課
題

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

	

水
山	 

設
計
や
仕
様
を
決
め

る
う
え
で
の
課
題
は
。

	

教
育
総
務
課
長	 

長
寿
命
化

に
加
え
た
別
の
事
業
（
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
等
）
を
計

画
し
て
お
り
、
国
の
補
助
が

30
％
が
交
付
税
で
措
置
さ
れ

る
。（
国
が
30
％
を
負
担
）

	
水
山	 

庁
舎
建
設
完
了
後
も

学
校
の
長
寿
命
化
の
財
源
と

し
て
公
共
施
設
建
設
基
金
を

積
み
立
て
る
考
え
は
あ
る
か
。

	

財
政
課
長	 
大
規
模
事
業
で

一
般
財
源
の
負
担
が
単
年
度

に
偏
ら
な
い
よ
う
に
計
画
的

に
積
み
立
て
る
こ
と
も
検
討

　
市
が
運
営
を
委
託
し
て
い

る
事
業
者
と
は
、
一
部
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
試
験
的

に
で
も
出
来
な
い
か
な
ど
検

討
を
重
ね
て
い
る
。

を
少
し
で
も
軽
減
す
る
取
組

み
を
検
討
で
き
な
い
か
。

	

子
育
て
未
来
課
長	 

子
育
て

と
仕
事
の
両
立
と
い
う
面
で

支
援
を
し
て
い
く
こ
と
は
大

切
だ
と
考
え
る
。

	

大
串	 

こ
ど
も
家
庭
庁
か
ら

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お

け
る
小
学
校
の
長
期
休
業
中

の
食
事
提
供
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
事
務
連
絡
が
発
出
さ

れ
て
い
る
が
、
当
市
と
し
て

食
事
提
供
な
ど
の
検
討
を
さ

れ
た
の
か
。

	
市
長	 

令
和
４
年
度
に
食
事

提
供
の
確
保
の
検
討
は
行
っ

た
が
、食
中
毒
、ア
レ
ル
ギ
ー

事
故
、
配
送
コ
ス
ト
、
な
ど

様
々
な
理
由
に
よ
り
引
き
受

け
る
事
業
者
が
い
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
断
念
を
し
た
。

	

大
串	 

保
護
者
な
ど
に
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
昼
食
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
行
っ

た
こ
と
は
あ
る
か
。

	

子
育
て
未
来
課
長	 

令
和
４

年
度
以
降
も
、
運
営
を
委
託

し
て
い
る
事
業
者
が
調
査
を

行
っ
て
い
る
が
、
保
護
者
等

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た

こ
と
は
な
い
。

	

大
串	 

国
の
補
助
金
に
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
育
成
支
援
体

制
強
化
事
業
が
あ
る
が
、
補

助
金
を
活
用
し
、
昼
食
の
支

援
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

	

子
育
て
未
来
課
長	 

放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
夏
休
み
期
間

な
ど
は
人
員
が
多
く
必
要
に

な
り
、
支
援
員
の
確
保
が
困

難
で
あ
る
た
め
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
育
成
支
援
体
制
強

化
事
業
は
行
っ
て
い
な
い
。

	
大
串	 
こ
ど
も
家
庭
庁
が
食

事
提
供
事
例
集
を
掲
げ
て
お

り
、
そ
の
中
に
は
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
取

組
み
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が

給
食
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た

取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

	

子
育
て
未
来
課
長	 

基
本
的

に
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は

学
校
給
食
を
提
供
す
る
た
め

に
建
設
さ
れ
た
学
校
施
設
で

あ
り
、
学
校
給
食
法
に
基
づ

き
運
営
を
さ
れ
て
い
る
。

　
長
期
休
業
中
に
は
、
給
食

セ
ン
タ
ー
も
法
定
検
査
や
保

守
点
検
、
機
械
の
修
繕
、
清

掃
さ
ら
に
は
職
員
の
研
修
も

実
施
を
さ
れ
る
。

　
栄
養
士
も
別
に
手
配
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
配
食
は

困
難
で
あ
る
。

	

大
串	 

保
護
者
な
ど
の
負
担

答様々な形で調査、
検討をしている

▲ 子どもは嬉野のタカラ

大串 友則 議員

夏休み等に放課後児童クラブで
昼食の提供は出来ないか学校長寿命化のスケジュールは

水山 洋輔 議員
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山口 卓也 議員

う れ し の 市議会だより

答

す
る
。

	

水
山	 

今
後
、
実
施
さ
れ
る

費
用
の
想
定
は
出
来
て
い
る

の
か
。

	

教
育
部
長	 

文
科
省
か
ら
示

さ
れ
る
基
準
が
変
わ
る
可
能

性
も
あ
る
た
め
、
各
計
画
の

段
階
で
算
出
を
し
て
い
く
も

の
と
認
識
を
し
て
い
る
。

	

水
山	 

吉
田
小
・
吉
田
中
の

▲ 老朽化する校舎▲ 実証実験中の自動運転車両

	

観
光
商
工
課
長	 

街
路
茶
は

県
よ
り
許
可
を
受
け
市
で
設

置
管
理
し
て
い
る
。

	

山
口	 

吉
田
川
で
草
木
が
生

い
茂
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る

が
除
去
が
必
要
で
は
な
い
か
。

	

建
設
課
長	 

生
い
茂
っ
て
い

る
箇
所
を
確
認
し
た
の
で
、

県
に
つ
な
ぎ
た
い
。

時
に
は
役
務
の
提
供
に
よ
り

一
緒
に
作
業
す
る
こ
と
も
状

況
を
見
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

	

山
口	 

今
年
、
高
速
イ
ン

タ
ー
付
近
道
路
の
茶
の
木
が

生
い
茂
っ
て
い
た
印
象
が
あ

る
が
管
理
は
ど
う
し
て
い
る

か
。

	

山
口	 

自
動
運
転
車
両
の
コ

ス
ト
比
較
の
資
料
で
は
、
月

４
８
０
万
円
か
か
る
。
運
賃

収
入
や
広
告
収
入
の
想
定
や

不
足
す
る
差
額
分
を
ど
の
よ

う
に
想
定
し
て
い
る
か
。

	

新
幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課
長	 

運
賃
収
入
は
ま
だ
決
め
て
お

ら
ず
、
実
証
運
行
を
行
い
、

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
を
試
算
し

て
い
く
。

	

山
口	 

嬉
野
市
と
同
様
の
車

両
で
実
証
実
験
し
て
い
る
他

市
の
担
当
所
感
と
し
て
は
、

国
の
交
付
金
や
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
の
ス
キ
ー
ム
が
止

ま
れ
ば
、
実
現
可
能
性
は
難

し
く
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
や
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
が
現
実
的

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
費
用

負
担
を
考
え
た
時
、
嬉
野
市

で
の
実
現
可
能
性
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

	

新
幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課
長	 

資
材
高
騰
や
人
件
費
上
昇
も

あ
り
、
収
入
が
ま
だ
見
え
な

い
中
で
費
用
負
担
と
し
て
は

非
常
に
厳
し
い
と
考
え
て
い

る
。
国
の
補
助
を
要
望
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

	

山
口	 

費
用
対
効
果
を
し
っ

か
り
説
明
で
き
る
よ
う
に
実

証
実
験
を
進
め
る
べ
き
で
、

投
資
す
る
際
の
目
利
き
や
タ

イ
ミ
ン
グ
が
重
要
と
考
え
る

が
。

	

新
幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課
長	 

小
さ
い
額
で
は
な
い
の
で
十

分
に
効
果
検
証
し
て
い
く
。

	

市
長	 

運
営
体
制
に
つ
い

て
、
車
両
の
購
入
や
維
持
管

理
は
市
が
責
任
を
持
ち
運
営

し
、
ま
た
、
運
行
主
体
は
分

離
し
、
地
元
の
民
間
事
業
者

が
運
賃
・
広
告
収
入
を
得
て

事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
頂

く
と
い
う
の
も
選
択
肢
の
一

つ
と
思
っ
て
い
る
。

道
路
・
河
川
の
草
払
い
等

に
つ
い
て

	
山
口	 

被
り
木
の
撤
去
を
地

域
住
民
と
市
と
で
協
働
で
行

う
仕
組
み
づ
く
り
は
で
き
な

い
か
。

	

建
設
課
長	 
基
本
的
に
所
有

者
に
対
応
を
お
願
い
し
て
い

る
。
通
常
の
手
順
を
踏
ん
で

か
ら
、
ど
う
し
て
も
と
い
う

	

教
育
部
長	 

現
在
の
計
画
書

に
沿
っ
て
長
寿
命
化
を
行
う

予
定
に
な
っ
て
い
る
。

	

水
山	 

長
寿
命
化
工
事
を
実

施
す
る
中
で
の
課
題
は
。

	

教
育
総
務
課
長	 

工
事
期
間

中
は
１
年
以
上
を
仮
設
校
舎

で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
学

習
等
に
影
響
が
な
い
よ
う
に

最
大
限
の
配
慮
を
し
た
仮
設

複
雑
に
絡
み
、
制
度
の
整
理

が
難
し
く
な
る
。
悩
み
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

	

水
山	 

予
算
は
、
ど
の
様
に

確
保
し
て
い
る
の
か
。

	

教
育
総
務
課
長	 

国
庫
補
助

金
と
起
債
を
充
当
し
て
い
る
。

	

水
山	 

起
債
さ
れ
る
地
方
債

の
交
付
税
措
置
は
。

	

財
政
課
長	 

元
利
償
還
金
の

嬉野中、五町田小、
塩田小、久間小を予定

自動運転バスの実施主体や
費用負担の考えは

答当面は市が運行主体となる
運営を想定している

学校長寿命化のスケジュールは
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増田 朝子 議員

タ
ー
も
含
め
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
は
ど
う
か
。

	

市
長	 

様
々
な
世
代
が
集
う

場
、
拠
点
づ
く
り
を
小
学
校

単
位
で
作
っ
て
い
き
た
い
。

答研究をしてみたい

	

増
田	 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
青
写
真
は
あ
る
か
。

	

市
長	 

塩
田
庁
舎
利
活
用
の

中
で
示
さ
れ
て
い
る
。

	

増
田	 

嬉
野
老
人
福
祉
セ
ン

	

増
田	 

市
内
に
存
在
す
る
利

用
可
能
な
井
戸
数
を
把
握
し

て
い
る
か
。

	

総
務
・
防
災
課
長	 

防
災
部

局
で
は
把
握
し
て
い
な
い
。

	

増
田	 

年
に
２
回
佐
賀
県
が

水
質
検
査
を
実
施
し
、
塩
田

地
区
40
件
、
嬉
野
地
区
20
件

の
申
請
が
あ
る
と
環
境
下
水

道
課
か
ら
伺
っ
た
。
ま
た
、

成
人
１
日
当
た
り
必
要
な
飲

料
水
は
３
ℓ
、
生
活
用
水
は

３
２
９
ℓ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、「
災
害
時
に
井
戸

を
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
手

を
挙
げ
て
も
ら
い
、「
災
害

時
協
力
井
戸
」
の
プ
レ
ー
ト

を
設
置
す
る
制
度
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

	

市
長	 

先
進
地
事
例
も
含
め

研
究
し
て
み
た
い
。

土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

設
置
に
つ
い
て

	

増
田	 

現
在
の
土
の
う
の
確

保
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い

る
か
。

	

総
務
・
防
災
課
長	 

消
防
団

各
部
の
消
防
機
庫
に
お
い
て
、

土
の
う
を
ス
ト
ッ
ク
し
、
い

ざ
と
い
う
時
に
持
ち
だ
し
て

い
る
。

	

増
田	 

県
内
で
は
、
武
雄
市
、

佐
賀
市
、
上
峰
町
が
「
土
の

う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
し
て

公
民
館
な
ど
住
民
に
わ
か
り

や
す
い
場
所
に
設
置
し
、
必

要
な
時
に
必
要
な
住
民
が
も

ら
え
る
制
度
が
あ
る
が
、
本

市
で
も
取
り
組
ん
で
は
い
か

が
か
。

	

市
長	 

土
の
う
は
、
積
み
方

な
ど
訓
練
が
必
要
で
あ
り
、

地
域
防
災
の
中
で
土
の
う
の

活
用
を
検
討
し
た
い
の
で
、

個
人
へ
の
配
布
は
考
え
て
い

な
い
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
考

え
は

	

増
田	 

市
長
就
任
時
、
子
ど

も
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
ん
な
世
代
が
集
ま
れ
る

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
考
え

て
い
る
と
あ
っ
た
が
、
今
も

そ
の
思
い
は
変
わ
ら
な
い
か
。

	

市
長	 

い
さ
さ
か
の
変
更
も

な
く
、
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

阿部 愛子 議員

衛
隊
か
ら
事
前
に
通
知
が
あ

り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
防
災

行
政
無
線
、
回
覧
板
で
周
知

し
て
い
る
。

自
衛
隊
へ
の
入
隊
勧
誘
に

つ
い
て

	

阿
部	 

18
歳
と
22
歳
の
名
簿

の
提
供
を
し
て
い
る
が
家
族

	

阿
部	 

団
塊
の
世
代
が
後
期

高
齢
者
に
達
し
、
自
立
支
援

が
急
が
れ
る
。
65
歳
以
上
の

割
合
と
人
数
、
介
護
認
定
者

の
人
数
を
伺
う
。

	

市
長	 

割
合
は
36・
２
％
で

人
数
は
８
８
６
８
人
。
介
護

認
定
者
は
１
５
４
４
人
に

な
っ
て
い
る
。

	

阿
部	 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

決
定
す
る
。

	

阿
部	 

市
民
が
介
護
度
に
応

じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
体
制
に
な
っ
て
い
る
か
。

	

福
祉
課
長	 

市
に
は
宅
老
所

が
多
く
あ
り
比
較
的
ス
ム
ー

ズ
に
入
所
で
き
る
。
訪
問
介

護
事
業
所
は
市
内
５
か
所
、

現
在
不
足
し
て
な
い
が
、
今

後
は
不
足
し
て
い
く
と
予
想

任
用
職
員
は
１
８
０
名
で
全

体
の
44・
１
％
で
あ
る
。
男

性
48
名
、
女
性
１
３
２
名
、

現
在
パ
ー
ト
タ
イ
ム
雇
用
が

１
０
０
％
で
あ
る
。

	

阿
部	 

勤
勉
手
当
が
支
給
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
市
の

支
給
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

	

総
務
・
防
災
課
長	 
今
年

６
月
か
ら
期
末
・
勤
勉
手
当

▲ 生活用水に利用可能な井戸

災害時協力井戸の
制度化を

介護度に応じたサービス
体制になっているか

▲ 安心できる介護体制へ
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田中 政司 議員

う れ し の 市議会だより

答

へ
周
知
を
し
て
い
る

か
。

	

総
務
・
防
災
課
長	 

市
民
に
広
く
一
般
的

に
は
周
知
し
て
な
い
。

法
に
基
づ
い
た
個
人

情
報
の
提
供
で
現
在

行
っ
て
い
る
。

ポ
イ
ン
ト
を
決
め
、
ふ
る
さ

と
納
税
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
活
用
し
、

桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
み
た
い
な

名
前
で
予
算
化
し
て
は
ど
う

か
。

	

市
長	 

市
民
の
意
向
を
く
み

と
っ
て
景
観
形
成
の
事
業
を

組
み
立
て
た
い
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
い
い
案
と
思
う
の
で

呼
び
か
け
を
含
め
相
談
し
て

み
た
い
。

	

田
中	 

５
０
０
年
の
伝
統
あ

る
「
う
れ
し
の
茶
」
を
絶
や

さ
な
い
た
め
、
今
後
の
茶
業

振
興
策
を
ど
う
す
る
か
。

	

市
長	 

全
国
的
に
生
産
農
家

が
減
少
し
て
い
る
。
生
産
コ

ス
ト
の
上
昇
に
比
し
て
販
売

価
格
が
上
が
ら
な
い
事
が
そ

の
要
因
で
あ
る
。

　
行
政
と
し
て
は
、
後
継
者

の
育
成
、
生
産
コ
ス
ト
の
低

減
と
省
力
化
、
販
売
に
お
け

る
高
付
加
価
値
化
等
の
生
産

現
場
の
支
援
だ
け
で
な
く
、

文
化
的
な
面
か
ら
文
化
財
登

録
を
目
指
し
て
い
き
な
が
ら
、

「
う
れ
し
の
茶
」
を
認
知
し

て
い
た
だ
く
努
力
が
必
要
で

あ
り
、
若
い
世
代
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
が
で
き
る
よ
う
、
粉

骨
砕
身
努
力
し
て
い
く
。

	

田
中	 

令
和
８
年
に
佐
賀
県

に
お
い
て
全
国
お
茶
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
が
、

そ
の
準
備
状
況
は
ど
う
か
。

	
茶
業
振
興
課
長	 

佐
賀
県
で

の
開
催
は
決
定
し
て
い
る
。

　
今
後
、
準
備
委
員
会
や
実

行
委
員
会
が
立
ち
上
が
り
そ

の
流
れ
の
中
で
開
催
地
や
内

容
が
決
定
さ
れ
る
。

	

田
中	 

お
茶
ま
つ
り
に
向
け

て
若
手
後
継
者
へ
の
支
援
を

考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

	

市
長	 

昨
年
の
全
国
お
茶
ま

つ
り
で
は
、
茶
審
査
技
術
競

技
会
に
お
い
て
団
体
優
勝
と

い
う
素
晴
ら
し
い
結
果
で

あ
っ
た
、
今
回
お
茶
ま
つ
り

を
受
け
た
背
景
に
は
若
手
生

産
者
が
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る

姿
が
あ
る
か
ら
だ
。
そ
の
思

い
が
報
わ
れ
る
よ
う
様
々
な

面
で
支
援
し
て
い
く
。

塩
田
川
沿
い
の
桜
の
木
に

つ
い
て

	

田
中	 

轟
の
滝
周
辺
か
ら
塩

田
川
沿
い
の
桜
の
木
を
嬉
野

の
春
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
維
持
整
備
し
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
が
如
何
か
。

	
新
幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課
長	 

現
在
、
樹
木
医
に
相
談
し
状

況
を
見
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

対
応
を
確
認
し
何
本
か
ず
つ

で
も
栽
植
と
い
う
方
向
で
考

え
て
い
る
。

	

田
中	 

市
内
で
桜
の
名
所
の

現状は比較的スムーズ
に利用できる

今後の茶業振興対策を
どう進めるのか

答産地を挙げ関係者の
総力を結集する

ム
の
入
所
者
数
と
、
待
機
者

数
、
入
所
基
準
と
入
所
ま
で

の
流
れ
に
つ
い
て
伺
う
。

	

福
祉
課
長	 

入
所
者
数
１
５
７ 

人
、
待
機
者
１
６
３
人
。
基

準
は
要
介
護
３
以
上
で
虐
待

等
特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合

は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
待

機
者
の
状
況
を
点
数
化
し
、

老
人
ホ
ー
ム
の
判
定
会
議
で

さ
れ
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
待

遇
に
つ
い
て

	

阿
部	 

任
用
職
員
は
何
人
で
、

全
職
員
と
の
割
合
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

	

総
務
・
防
災
課
長	 

全
職
員

は
４
０
８
名
で
、
そ
の
内
、

の
支
給
の
運
用
を
始
め
て
い

る
。

自
衛
隊
員
の
市
内
で
の
行

動
計
画
に
つ
い
て

	

阿
部	 

大
野
原
演
習
や
夜
間

行
動
を
市
民
へ
周
知
し
て
い

る
か
。

	

総
務
・
防
災
課
長	 

陸
上
自

介護度に応じたサービス
体制になっているか

▲ 安心できる介護体制へ

▲ 嬉野茶が日本一四冠
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う れ し の 市議会だより

動く!! 委 員 会
委員会レポート

調
査
理
由

幼
保
小
中
の
連
携
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
幼
保
小
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
大
阪
府
箕
面
市
）
と
幼
保
小
中
連
携

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
奈
良
県
五
條
市
）
の

取
組
状
況
を
調
査
し
た
。

委
員
会
の
意
見

箕
面
市
で
は
、「
架
け
橋
期
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」
を
作
成
す
る
た
め
に
、
現

場
の
保
育
士
や
教
員
に
よ
る
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
相
互
理
解
の
促
進

を
図
る
場
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
施

設
種
別
の
垣
根
を
超
え
た
職
員
同
士

の
関
係
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

五
條
市
で
は
、
幼
保
小
中
の
連
携

の
実
践
の
た
め
小
中
一
貫
教
育
の
学

園
構
想
を
も
と
に
事
業
展
開
が
行
わ

れ
、
学
校
適
正
化
事
業
に
よ
り
幼
保
小

中
の
統
合
が
行
わ
れ
た
経
緯
を
伺
っ

た
。
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
に
行
政
・
市

民
・
議
会
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま

れ
て
い
た
。

本
市
に
お
い
て
も
、
専
門
職
種
（
保

育
士
や
教
員
等
）
や
関
係
機
関
の
方
々

が
連
続
し
た
一
貫
性
の
あ
る
教
育
支

援
が
行
え
る
よ
う
に
、
関
係
機
関
の
連

携
と
そ
れ
を
調
整
す
る
機
能
に
磨
き

を
か
け
、
切
れ
目
の
な
い
教
育
環
境
の

充
実
を
図
ら
れ
る
こ
と
を
望
む
。

幼
保
小
中
連
携
事
業
に
つ
い
て

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

基
金
の
運
用・管
理
に
つ
い
て

総
務
企
画
常
任
委
員
会

調
査
理
由

歳
入
の
安
定
的
確
保
の
一
環
と
し

て
、
基
金
の
効
率
的
な
運
用
と
管
理

を
行
う
た
め
、
債
権
運
用
と
基
金
一

括
管
理
等
に
つ
い
て
山
口
県
周
南
市

と
防
府
市
を
訪
問
し
調
査
し
た
。

委
員
会
の
意
見

基
金
に
関
し
て
、
本
市
で
は
19
の

基
金
の
う
ち
定
額
運
用
以
外
の
15
の

基
金
が
個
別
管
理
さ
れ
て
い
る
。
預

託
事
務
等
の
効
率
化
を
図
り
、
ま
と

ま
っ
た
資
金
を
運
用
す
る
事
に
よ
る

効
率
性
が
高
ま
る
た
め
、
基
金
一
括

運
用
が
望
ま
し
い
。

債
券
運
用
に
関
し
て
、
本
市
は
20
年

国
債
を
10
億
円
分
購
入
し
運
用
し
て

い
る
。
今
後
購
入
す
る
際
に
は
、
満
期

と
な
る
年
度
を
分
散
す
る
こ
と
に
よ

る
一
定
の
流
動
性
の
確
保
と
将
来
の

金
利
変
動
の
標
準
化
を
図
る
観
点
か

ら
、
周
南
市
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ラ

ダ
ー
型
運
用
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

財
政
課
と
会
計
課
が
連
携
し
て
事

前
の
資
金
計
画
作
成
と
把
握
が
最
も

重
要
と
考
え
る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
寄
与
す
べ
く
、
基
金
の
確
実

か
つ
効
率
的
な
運
用
・
管
理
に
努
め

ら
れ
た
い
。

▲ 先進地での調査の様子

▲ 基金運用を学ぶ
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う れ し の 市議会だより

観
光
に
つ
い
て

産
業
建
設
常
任
委
員
会

調
査
理
由

タ
ク
シ
ー
利
用
者
数
の
減
少
や
タ

ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
手
不
足
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
日

本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
の
仕
組
み
と

運
用
に
つ
い
て
九
州
運
輸
局
佐
賀
運

輸
局
支
局
に
て
調
査
を
行
っ
た
。

委
員
会
の
意
見

観
光
地
に
お
け
る
交
通
手
段
の
確

保
は
、
自
治
体
だ
け
で
維
持
・
運
営

す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
自
治
体
運
用
に
は
、
法
整
備

並
び
に
事
業
運
営
の
困
難
さ
、
高

齢
化
の
高
い
現
状
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
、

法
規
制
に
よ
る
料
金
収
受
、
広
域
利

用
の
限
界
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
は
本
格
運
用
が
開
始
さ
れ
た
地

域
に
対
し
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
試
み

が
公
共
交
通
の
手
段
の
改
善
と
な
り
、

地
域
経
済
観
光
に
も
た
ら
す
変
化
等
、

そ
の
効
果
を
分
析
す
る
必
要
も
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
検
討
す
る
場
合
は
、

市
町
村
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
提
供
す
る

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
活
用
し
、
観

光
客
並
び
に
介
護
や
外
出
支
援
を
必

要
と
す
る
市
民
へ
の
交
通
手
段
を
確

保
す
る
た
め
、
地
域
で
の
公
共
交
通

を
維
持
す
る
体
系
を
構
築
す
べ
き
で

あ
る
。

▲ ライドシェアについて学ぶ

閉会中の委員会審査（調査）付託案件 令和６年第３回定例会

付託事件名 付託委員会名 付託期間

市民福祉部及び教育委員会の所管に関する事項について 文教福祉常任委員会 次期定例会まで

各期の議会の会期日程等の議会運営に関する事項及び議
長の諮問に関する事項 議会運営委員会 次期定例会まで

議会の活性化を図るための調査研究 議会活性化特別委員会 調査終了まで

議会広報の編集発行に係る調査研究 議会広報編集特別委員会 調査終了まで

市庁舎のあり方に関する調査研究 市庁舎検討特別委員会 調査終了まで

議会ICT化の推進に係る調査研究 議会ICT化の推進に係る特別委員会 調査終了まで

第
４
回
定
例
会（
12
月
）

会
期
日
程（
案
）

開
会	

12
月
３
日

常
任
委
員
会	

12
月
４
日
、５
日

議
案
質
疑	

12
月
10
日
、11
日

一
般
質
問	

	

12
月
12
日
、
13
日
、

16
日

討
論・採
決
、閉
会	

12
月
18
日

訂正とお詫び
　前回発行した議会だよりVol.74の増田朝子議員の
一般質問（P16）３段目６～７行目の記事において誤り
がありましたので、訂正してお詫びいたします。

【前号の記事】
増田

　民生委員や児童民生委員の方にも幅広く

【訂正後】
増田

　民生委員・児童委員や主任児童委員の方にも幅広く
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補
正
予
算

議
案
の
な
か
み

事
業
の
な
か
み

決
　
算

人
事
・
陳
情
・
賛
否
表

委
員
会
活
動

一
般
質
問

委
員
会
活
動



う れ し の 市議会だより

議会広報編集
特別委員会

委
員
長　
　
　
宮
﨑
良
平

副
委
員
長　
　
水
山
洋
輔

委　
員　
　
　
梶
原
睦
也

　
〃　
　
　
　
芦
塚
典
子

　
〃　
　
　
　
増
田
朝
子

　
〃　
　
　
　
山
口
卓
也

　
〃　
　
　
　
古
川
英
子

コラムコラム

　

近
年
は
地
球
温
暖
化
に
よ

る
豪
雨
や
大
型
の
台
風
、
ま

た
南
海
ト
ラ
フ
に
よ
る
大
地

震
等
、
大
規
模
災
害
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
▼
テ
レ
ビ
で
は

連
日
、
高
齢
者
や
一
人
暮
ら

し
を
狙
っ
た
凶
悪
犯
罪
が
報

道
さ
れ
て
お
り
、
ひ
と
昔
前
で
は
考

え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
日
本
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
▼
ま
た
、
世
界
に

目
を
向
け
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
で

戦
争
に
よ
る
惨
禍
が
続
い
て
い
る
▼

こ
の
よ
う
な
不
安
定
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
が
よ
り

大
事
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
▼「
結
局
は
人
、人
と
し
て
の

振
る
舞
い
が
全
て
」と
強
く
思
う
今

日
こ
の
頃
▼
世
界
中
の
人
が
当
た
り

前
に
食
事
を
楽
し
み
、
当
た
り
前
に

教
育
を
受
け
、
当
た
り
前
に
家
族
と

の
団
欒
を
楽
し
め
る
、
そ
ん
な
当
た

り
前
が
一
日
も
早
く
訪
れ
て
欲
し
い

と
願
う
。

 

（
睦
也
）

★この印刷物は、一部あたり46円でできています。

トピックス

ときを
読む

嬉野市で暮らす
外国の方にインタビュー

「世界から見た嬉野市」「世界から見た嬉野市」

　近年、インバウンドという言葉を頻繁に聞くように　近年、インバウンドという言葉を頻繁に聞くように
なり、街中でも外国の方を目にする機会は多くなってなり、街中でも外国の方を目にする機会は多くなって
いると思います。そこで、嬉野市で暮らす外国の方に、いると思います。そこで、嬉野市で暮らす外国の方に、
日頃の生活などのインタビューをしました。日頃の生活などのインタビューをしました。

参加者 名前（出身）
サヤさん （ネパール）
ケンさん （シンガポール）
ムハンマさん （パキスタン）
イファンさん （インドネシア）
イマンさん （インドネシア）
アンキさん （インドネシア）

コーディネーター
ドミニクさん （アメリカ）
武藤さん （嬉野）
河納さん （嬉野）

ドミニクドミニク

ケンケン

アンキアンキ

サヤサヤ

イマンイマン
イファンイファン

ムハンマムハンマ

武藤武藤 河納河納

Ｑ  

日
本
に
来
る
き
っ
か
け
は
？

サ 

ヤ
さ
ん　
経
済
産
業
省
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
１
か
月
半
、

市
内
の
Ｉ
Ｔ
企
業
で
働
い
て
い
ま
す
。

ケ 

ン
さ
ん　
コ
ロ
ナ
禍
に
新
た
な
機
会
を

探
し
て
い
て
、
市
内
Ｉ
Ｔ
企
業
の
募
集

が
あ
っ
た
の
で
応
募
し
ま
し
た
。
も
と

も
と
日
本
の
文
化
や
ア
ニ
メ
が
好
き
で

し
た
。

ム 

ハ
ン
マ
さ
ん　
車
の
輸
入
の
仕
事
で
来

日
し
て
い
ま
す
。

イ
フ
ァ
ン
さ
ん
・
イ
マ
ン
さ
ん
・
ア
ン
キ

さ 

ん　
市
内
の
食
品
加
工
会
社
で
技
能
実

習
生
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

Ｑ  

自
国
と
日
本
（
嬉
野
）
と
で
違
う
と

こ
は
？

サ 

ヤ
さ
ん　
ネ
パ
ー
ル
で
は
賑
や
か
で
声

が
大
き
く
叫
ん
だ
り
も
す
る
。
日
本
人

は
お
と
な
し
い
で
す

ム 
ハ
ン
マ
さ
ん　
日
本
人
は
時
間
を
守
る

イ
メ
ー
ジ
で
す
。
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
あ

ま
り
守
り
ま
せ
ん
。

イ 

マ
ン
さ
ん　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
食
べ
物

が
辛
い
で
す
。
日
本
で
辛
い
と
言
わ
れ

る
食
べ
物
屋
の
「
10
辛
」
で
も
辛
く
は

な
い
で
す

ア 

ン
キ
さ
ん　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
酒
を

飲
み
ま
せ
ん
。
１
日
に
５
回
お
祈
り
を

し
ま
す
。

Ｑ  

日
本
（
嬉
野
）
で
の
生
活
で
困
っ
た

こ
と
は
？

ケ 

ン
さ
ん　
「
空
気
を
読
む
」
文
化
が
難

し
い
と
感
じ
ま
す
。
日
本
人
の「
は
い
」

は
時
に
「
い
い
え
」
の
場
合
が
あ
り
ま

す

 

あ
と
田
舎
は
少
し
苦
手
で
す

ム 

ハ
ン
マ
さ
ん　

普
段
は
グ
ー
グ
ル
翻

訳
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ウ
ル

ド
ゥ
ー
語
を
正
確
に
翻
訳
し
て
く
れ
ま

せ
ん

　

 

ま
た
、
宗
教
的
に
食
べ
ら
れ
な
い
も
の

が
あ
り
、
買
い
物
は
佐
賀
の
専
門
店
ま

で
通
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ  

嬉
野
市
へ
期
待
す
る
こ
と
は
？

ケ 

ン
さ
ん　
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
が
あ
れ

ば
嬉
し
い
で
す
。

イ 

フ
ァ
ン
さ
ん　
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

が
あ
れ
ば
便
利
で
す
。

Ｑ  

最
近
の
円
安
は
影
響
あ
り
ま
す
か
？

ケ 

ン
さ
ん　
日
本
で
暮
ら
す
に
は
問
題
な

い
で
す
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
帰
る
時

は
困
り
ま
す

 

あ
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
金
利
が
３
～
４
％
あ
り
ま
す
が
、
日

本
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
な
の
で
驚
き
で
す
。

イ
フ
ァ
ン
さ
ん
・
イ
マ
ン
さ
ん
・
ア
ン
キ

さ 

ん　
実
家
へ
の
仕
送
り
を
し
て
い
ま
す

が
、
円
安
の
影
響
を
と
て
も
感
じ
て
い

ま
す
。

　

嬉
野
市
で
は
、
月
に
２
回
、
国
際
交
流

や
日
本
語
教
育
の
場
と
し
て
「
カ
フ
ェ
こ

く
さ
い
じ
ん
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
取

材
時
は
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
ひ
と

と
き
で
し
た
。

カ
フ
ェこ
く
さ
い
じ
ん

フェイスブックも
チェックして

みてね
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